
令和3年12月1日、医学用語管理委員会内に設置された。

医学における用語の表記法の基本方針を策定することを目的としており、
個々の用語自体の正しさや妥当性を検討するものではない。
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検討の対象

(1)漢字に関すること
正字と略字・異体字の選択
（例）頸と頚 など

(2) カタカナに関すること
日本語にない音韻の表現法 （例）「pho」のカタカナ表記
長音、促音の表記・不表記
原語の選択 （例）英語由来かドイツ語表由来か

(3) 記号、区切り文字、書体、全般に関すること
ハイフン、中点「・」の使用・不使用
斜体の使用・不使用
化合物、アイソトープの表記法



(1) 漢字に関すること

医学用語の中には多くの漢字が使用されている。漢字には、同じ文字であっても「正字」と
されているもののほかに、「略字」や「俗字」などさまざまな字体が使用されることがあり、
これらすべては正字に対して「異体字」の関係にあるとされる。
本グループでは、同じ意味を有しながらさまざまな字体によって表される漢字の中で、規範
となる標準の字体を示すことを目的とする。

※本則は、日本医学会の用字法の標準を示すものであって、使用するPCによっては本則に
沿った字体の表示ができず、そのような場合に簡略化された字体を表示することを妨げる
ものではない。
また、印刷によらず手書きで作成する公的文書において、簡略化された字体が使用されて
いることをもって文書の正当性を制限するものではない。



常用漢字表2010（2136字）

（文化審議会答申2010年）参考資料1
∨

表外漢字字体表（簡易慣用字体）（19字）
（文化庁国語審議会答申2000年）参考資料2

∨
表外漢字字体表（印刷標準字体）（849字）

（文化庁国語審議会答申2000年）参考資料2
∨

康煕字典体（1716年）

漢字の表記の基本

※表記の標準を示すものであり、使用するPCにより、または手書き文書作成時に適宜略字体を使用することを妨げない。



「ケイ部」の「ケイ」は表外字



正字体（康煕字典体）
5万字超

略字体略字体

表外漢字字体表
2010年常用漢字の拡張 ⇒
（多くは正字を採用「箋」など）

1946年当用漢字（1850字）

1981年常用漢字（1945字）

2000年表外漢字字体表（1022字）

2010年新常用漢字（2136字）



(2) カタカナ
外来語表記の“ゆれ“の類型の一例（（医）は、日本医学会医学用語辞典）



カタカナ表記の規範

（『化合物命名法』、日本化学会1973）（『外来語の表記』、内閣告示1991）
外来語表記で使用する文字を示すのみ 英語の音との乖離が著しいものがある



(3) 記号、区切り文字など

・日本医学会医学用語辞典より

（中点なし）コンピュータシステム、コンピュータグラフィックス、コンピュータネットワーク、メインフレームコンピュータ

ホルモンアッセイ、ラジオイムノアッセイ、ヌクレアーゼプロテクションアッセイ、ヘルシーピープルプログラム

（中点あり）コンピュータ・プログラム、ハイブリッド・コンピュータ、放射性リガンド・アッセイ

・放射性同位元素の表記法

99mTc = テクネチウム99m、 125I = 放射性ヨウ素（放射性ヨード）（I-125）

医学用語辞典では、「テクネチウム」、 放射性ヨウ素、ヨード であり、数値の記載はない。



常用漢字表2010
∨

表外漢字字体表（簡易慣用字体）
∨

表外漢字字体表（印刷標準字体）
∨

康煕字典体

※ 表記の標準を示すものであり、使用するPCにより、または手書き文書作成時に適宜略字体を使用することを妨げない。
（例）第1 → 〔才に似た字〕1、 門 → 〔冂に丶〕

● 漢字

● カタカナ、記号など

現時点で、基準となりうる規範は存在せず、また、医学会医学用語辞典においても法則性を
見出すのは難しい。 → さらなる検討を続ける。

冠名用語については、人物名の部分のみをアルファベットで記載する表記を代表表記とし、
数種のカタカナ表記を同義語とすることを考慮する。（例）Buerger病（この表記のみ代表表記）
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